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【前 編】

現代神経科学の源流とは……
現代神経科学には，それぞれの領域を切り拓いた「源流」と呼べる人物が存在します。その偉大な先駆者

が行った研究の内容と歴史的意義を，その人物の下で直接学んだことのある方に語っていただきました。

新しい分野

を再発

することになった経緯や，研究に対する信念，研究を離れたところでの意外な一面な

ど，さまざまなエピソードを通して，神経科学の魅力 す。

伊

見するための連載シリーズで

井邦嘉

藤正男
×

酒
聞き手（ )

第 回１

Sir John Carew Eccles（1903-1997）。1903年，オーストラリアのメルボルンに生まれる。1925

年，メルボルン大学医学部卒業後に渡英し，オックスフォード大学において，脊髄反射学の創始者

で「シナプス」の命名でも有名なチャールズ・シェリントンのもとで学ぶ。1937年にシドニー病院

の兼松記念病理学研究所所長（1937-1943），ニュージーランドのオタゴ医科大学教授（1944-1951），

オーストラリア国立大学教授（1952-1966）を歴任する。その後米国に渡り，シカゴの米国医師会研

究所員，バッファローのニューヨーク州立大学教授を歴任後，引退してスイスに居を移し，文筆活

動と講演活動に励んだ。脳・脊随の神経機序を研究テーマとし，神経細胞間のシナプス接続に抑制

性のものがあることを発見した功績により，1963年ノーベル医学生理学賞を受賞した（同賞はエッ

クルスの師シェリントンも1932年に受賞している）。複雑な脳・脊髄の神経機序を神経細胞のレベ

ルにおいて解明しようとする神経生理学の開拓者であり，現代の神経生理学の源流に位置する人物

といえる。生理学での功績のほか，「脳と心」の問題に深い関心を持っており，1977年に哲学者

カール・ポパーとの共著で『自我と脳』を出版した。来日歴５回。1986年11月，多くの日本人研

究者を育成した功績により，勲二等旭日重光賞を受賞している。1997年５月２日，スイスのテネ

ロ＝コントラにて死去。
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（Edgar Douglas Adrian；1889-1977）が，

感覚器を刺激すると神経にインパルス信号

がバーッと出てくるというのを記録して，

いろいろな刺激が神経の信号に転換される

様子を調べた。

シェリントンとエイドリアンは1932年

にノーベル医学生理学賞を同時に受賞して

いますが，神経生理学はこの２つの考え方

で始まったといえます。

エックルスは，メルボルン大学を卒業

後，オックスフォードの大学院でシェリン

トンの教室に入って，大学院が終わってか

らもしばらくいました。ちなみに，エック

ルスはいずれものちに有名になるグラニッ

ト（Ragnar Arthur Granit；1900-1991）

とヤング（John Zachary Young；1907-

1997）と同期で，同じ頃に研究室にいまし

た。

エックルスは，シェリントンが反射学

で，例えば「この後根（dorsal root）の

神経（求心性の感覚神経）を刺激すると，

その前根（ventral root）の神経（遠心性

の運動神経）にこういう信号が出てくる」

ということを徹底的に調べたのを受け継い

で，そういう反射の起こる内部の仕組みを

知りたいと思っていた。そのためグラニッ

トやヤングと一緒に，脊髄に太い電極を刺

し入れてはいわゆる電場電位（field
 

potential）を拾っていました。それはた

くさんの神経細胞が出す集合電位ですの

で，細かいことはあまりよくわからないん

ですけれども，とにかく信号が脊髄の中を

伝わり，広がって前根に出てくる様子を調

べていました。

技術が発展途上のため，あまりはっきり

したことがわからず，ずいぶん我慢の時代

じゃなかったかと思うんですけれども，

シェリントン学派が発見したことの中で一

番素晴らしいのは，信号の作用に「興奮」

と「抑制」の２つの種類があるということ

です。後根を刺激すると，前根にドカンと

大きな反応が出てくる。これは興奮性の中

枢を通過して出てきたもの。ところが，別

の後根の神経を前もって刺激すると，反応

が出なくなってしまう。だからこれは抑制

酒井 今回は第１回ということで，伊藤正

男先生においでいただき，ジョン・エック

ルス先生について伺います。

シェリントン学派として出発

― 興奮と抑制

酒井 エックルス先生はオーストラリアの

メルボルンの出身でメルボルン大学医学部

の卒業です。特に神経生理学と電気生理学

の分野を大きく発展させました。まずは

エックルス以前の状況からお話しいただけ

ますか。

伊藤 神経生理学には，２つの大きな流れ

があります。１つはシェリントン（Char-

les Scott Sherrington；1857-1952）によ

る反射学からの流れで，『The Integrative
 

Action of the Nervous System』 に象徴

されるような，反射というものを基軸にし

て脊髄の中の仕組みを推定していくという

ものです。

もう１つは，脳の中から信号を採る流れ

です。初めて人間の脳から脳波が採られた

のは1924年 ですが，その歴史的な発見

は，10年ぐらい捨ておかれたんです。そ

の後，ケンブリッジにいたエイドリアン

シェリントン
1857年にロンドン北部イズ
リントンで生まれる。バビン
スキー徴候で有名なジョセ
フ・ジュール・バビンスキー
と同学年で誕生日も10日違
うだけである。
幼少期に医師であった父親を
亡くし，継父に育てられる。
この継父も医師であったが，
幅広く文学に精通していた。
このことも影響し，シェリン
トンは古代ギリシア，ローマ
時代の古典文学に没頭した
後，科学や医学に興味を持
つ。また学生時代の恩師に詩
や文学，旅行の重要性を教え
込まれる。
1879年にケンブリッジ大学
に入学し，イギリス生理学の
父ミカエルフォスターとその
弟子ラングリーとガスケルの
影響を強く受ける。医学部卒
業後は解剖学の助手となる。
そこで研究を始めるが同時に
旅行好きの生活も始まる。
スペインに旅行中，神経解剖
学の父ラモニ・カハールと出
会い，感銘を受けたり，ドイ
ツ旅行中には，細菌学の父ロ
バート・コッホとも面会し，
そのままそこで研究の助手を
する。若い頃，これらの巨匠
に直接会い，研究の精神を学
んだのであろう。

エイドリアン
1889年にロンドン北部のハ
ムステッドで生まれる。ウエ

伊藤正男 氏

東京大学名誉教授

東京大学第一生理学教室教授，日本
学術会議会長，理化学研究所脳科学
総合研究センター所長を歴任。1959
～1962年の約３年間，オーストラリ
ア国立大学のエックルスの下に留学。
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を起こして，興奮を打ち消していると考え

られる。こうして，興奮と抑制と２つの現

象が脊髄で起こるということを確立したん

ですね。これは非常に大きい。

エックルスは電場電位を記録して，興奮

のときにどうなるのか，抑制のときにどう

なるのかについて，いろいろと中の仕組み

を考えたわけですね。これは歴史的にみて

の話ですが，そこで彼は１つ間違いを犯し

た。今なら，興奮性のシナプスと抑制性の

シナプスの２種類の違ったシナプスがある

ということを皆が知っていますが，当時は

まだわかっていなくて，興奮は神経を刺激

すると筋肉がピクッとなるのと同じ原理

で，筋肉で起こっているのと同じような現

象が脊髄の中でも起こっているのだろうと

いう理解だった。しかも，これは細胞膜で

「脱分極」が起こったせいだろうと考えて

いたんです。

当時，また別の流れで，神経細胞や筋細

胞の膜というのは，70mVぐらいの電位

差は持っているんですが，それを減らす方

向に電位を変える脱分極をかけると，スパ

イク（活動電位）が出て伝わっていくとい

うことはわかっていました。ところが，膜

外のイオン濃度を変えてこの電位差を大き

くした「過分極」の状態にしておくと，今

度は同じ脱分極をかけても，なかなか閾値

に達しないので興奮しない。

ということで，エックルスは脱分極と過

分極の考えから興奮と抑制を説明しようと

したんです。ではどうして膜の脱分極が起

こるかということですが，当時神経組織で

起こることが確実視されていたのは，活動

電位とそれによって流れる活動電流だけで

した。エックルスはこの活動電流が膜を内

から外へ流れると脱分極が起こり興奮にな

るが，外から内へ流れると過分極が起こり

抑制になると考えました。この考えは基本

的には間違ってはいないのですが，化学的

な興奮性・抑制性シナプスの働きを電気だ

けで説明するのは間違っています。ただ，

電気的興奮を起こす電気シナプスが一部の

組織で見つかったので，まったくの間違い

ではなくなったのですが，通常のシナプス

ではエックルスの電気説はヘンリー・デー

ル（Henry Hallett Dale；1875-1968）の

化学説に破れました。

興奮と抑制というのは，シェリントンが

確立してくれて，さて細胞中でどうなって

いるかを問う時代になって，まずエックル

スが考えたのが，活動電流の流れで脱分極

を起こしたり，過分極を起こしたりして，

それが興奮と抑制なのだろうと推定したん

ですね。

オーストラリア帰国からIPSP発見

まで

伊藤 ところが，こういう情況で，エック

ルスに転機が訪れます。1936年にシェリ

ントンがオックスフォード大学を定年で退

職するんです。その後，エックルスの上に

いた，リーデル（Edward George Tandy
 

Liddell；1895-1981）という反射学分野の

人が，シェリントンの後を継ぎます。それ

で，エックルスは大ショックを受けて

（笑），「もう，国へ帰る」と。それで羊毛

の輸入をしていた兼松商事がつくったシド

ニー病院兼松記念病理学研究所（Kane-

matsu Memorial Institute of Pathology）

ストミンスタースクール，ケ
ンブリッジ大学と進んだ後，
医師を志す。
1915年に医学部を卒業する
が，その年は第一次世界大戦
の真っ只中であった。セント
バーソロミュー病院で当時
shell shockと呼ばれていた
戦争神経症の治療にあたる。
終戦後ケンブリッジ大学に戻
り，1925年から神経インパ
ルスの研究にとりかかり，刺
激応答性を初めて明らかにし
た。Royal Society会長やケ
ンブリッジ大学総長，レス
ター大学総長を歴任する。
また科学への貢献が認めら
れ，Baron（男爵）の称号が
与えられる。

グラニット
1900年にフィンランド・ヘ
ルシンキで生まれる。ヘルシ
ンキ大学に入学するが学生時
代に興味を持ったのは実験精
神医学であった。卒業前後に
生理学でやっていこうと決心
する。1927年に学位を取得
するが，シェリントンの教室
には1928年に半年だけ在籍
した。
その後，ペンシルベニア大学
でも研究し，1935年にヘル
シンキ大学の教授となる。
1939年にフィンランドがソ
連の侵攻のターゲットとなっ
た際には隣国スウェーデンに
避難する。その後は避難先の
スウェーデンで研究を続け，

酒井邦嘉 氏

東京大学大学院総合文化研究科教授／
本誌編集委員
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日本から多くの留学生を受け
入れているカロリンスカ研究
所の教授となる。スウェーデ
ンの市民権を得るが，その後
もフィンランドへの愛国心は
忘れなかった。

シドニー病院兼松記念病理学
研究所
兼松は兼松房治郎が創立した
日本の商社である。この房治
郎はオーストラリアとの羊毛
貿易に注目し，日本で初めて
日豪直接貿易を行う。そのほ
か社会貢献にも積極的で，国
内はもとよりシドニーに兼松
記念病理学研究所を寄贈す
る。
本文にもあるが，帰るあての
なかったエックルスを兼松は
研究所所長として迎える。こ
のことも影響してかエックル
スは親日家で，また自分の研
究室に日本人研究者を多く受
け入れた。

ホジキン
1914年にイングランド中部
バンベリーで生まれる。祖父
と叔父は歴史家で，ホジキン
本人も自然史に強い興味を抱
くが，生物科学を専攻する。
ケンブリッジ学生時代からカ
エルの神経の実験を始めてい
る。当時ケンブリッジにいた
トムソン，ラザフォード，エ
ジントン，ホプキンス，ハー
ディ，エイドリアンら錚々た
る顔ぶれに面会し，アドバイ
スを求めた。
生理学教室でティモシー・ラ
シュトンからケーブル理論に
ついて学び，ブライアン・マ
シューからはアンプについて
学んだ。
1938年からハックスレーと
共同研究を行うが，第二次世
界大戦中は別れてイングラン
ド国内のさまざまな場所で航
空医学を研究する。戦後，
ハックスレーと共同研究を再
開する。ホジキン病に名を残
すトーマス・ホジキンとは別
人である。

ハックスレー
1917年にエイドリアンと同
じロンドン北部ハムステッド
で生まれる。祖父は19世紀
イングランドを代表する科学
者兼作家トーマス・ハックス
レーで，兄弟は生物学者，作
家とまさに華麗なる一族であ
る。
ウエストミンスタースクー
ル，ケンブリッジ大学とエイ
ドリアンと同じ学び舎をたど
るが，興味があったのは古典

の所長に迎えられます。それからしばらく

して1944年にニュージーランドのオタゴ

大学の教授になり，第二次世界大戦後に

キャンベラに国立大学ができて，そこの教

授に招かれました。

オタゴ大学の教授になる頃に，ガラス管

微小電極という技術が登場します。それ

は，先端の太さ１ミクロン以下の細いガラ

ス管ですが，普通に溶液を満たして電極に

するとものすごく電気抵抗が高くなってし

まう。塩化カリウムの飽和溶液を入れても

10メグオームぐらいあって，昔の測定技

術だと10メグオームというと絶縁抵抗と

ほとんど同じことでした。

だから，はじめは速い電気変化は導き出

せなかったのですが，戦時中レーダーの技

師に徴用されていた研究者たちが，レー

ダーの技術の「カソード・フォロ ワー

（cathode follower）」という増幅回路を応

用しようと考えたんです。ものすごいパ

ワーのある電波を発射するのに使うカソー

ド・フォロワーをつなぐと，非常に高い入

力抵抗を低い出力抵抗に転換できるんです

が，それを微小電極に適用して，その10

メグオームという高い抵抗を通してでも，

非常にきれいに，ひずみのない電位変化を

ピックアップできる技術を開発したんで

す。神経細胞の内部にワイヤ電極を挿入し

て膜電位差を測定するようなことはホジキ

ン（Alan Lloyd Hodgkin；1914-1998），

ハックスレー（Andrew Fielding Hux-

ley；1917-2012）らが成功したように，ヤ

リイカの巨大軸索のような特殊な材料に対

してだけ可能でした。ところがガラス管微

小電極は大きめの神経細胞なら何にでも刺

し入れて大した損傷なく維持できるという

ことで，瞬く間に広く使われるようになり

ました。

エックルスはニュージーランドでその技

術を耳にして，早速自分の実験にも取り入

れます。ガラス管の微小電極をつくって，

ネコの脊髄の運動ニューロンに刺して，反

射経路を電気刺激して，何が起こるか見た

のです。そうすると，興奮のときに実際に

脱分極を起こすことがわかった。そして，

抑制のときには過分極が起こることも確か

めました。この２つがちょうど鏡映対称み

たいに起こるんです。

過分極も脱分極も，最初に考えたときに

は活動電流の流れで起こるはずで，刺激で

起こした活動電流と同時に出るはずなので

すが，そうではなかった。過分極や脱分極

は，刺激をしてから，いつも少し遅れる。

「シナプス遅延（synaptic delay）」と呼ば

れる，0.5ミリ秒程度の潜時が生じます。

この遅れは，活動電流としてはおかしい。

そこのところが，電流説では説明できない

のです。エックルスは電気説を直ちに撤回

して，化学説に切り換え，抑制性のほうを

抑制性シナプス後電位（IPSP），興奮性の

ほうを興奮性シナプス後電位（EPSP）と

名づけました。EPSPは筋肉のエンドプ

レート（終板）で出ているのとだいたい同

じように考えれば，シナプス遅延も神経伝

達物質（neurotransmitter）の分泌にかか

る時間として理解できたんですが，IPSP

はエックルスが初めて見つけたものです。

そのことで，エックルスはノーベル賞を受

けました。

酒井 そうですね。カッツ（Bernhard
 

Katz；1911-2003）はロンドンにいて，カ

エルの神経筋標本で終板電位（end-plate
 

potential）の計測を既に始めていた。実

際に脳脊髄中の神経細胞の中に電極を刺し

たのはエックルスが最初ということです

ね。エックルスは先端径0.5ミクロンのガ

ラス・ピペットを微小電極として使って，

最初の細胞内記録に成功しています（1951

年）。そもそも運動ニューロン（moto-

neuron）を使ったのが幸運だったようで

すね。そういう意味では，難しい対象に最

初から挑戦したんでしょうか。

伊藤 うーん，だけど反射学の研究では何

十年もやられていて，脊髄のことはよくわ

かっていたんです。何番目の後根を刺激し

たら興奮が出てきて，何番目を刺激すると

抑制が出てくるかということは。シェリン

トンの時代には，それをcentral excita-

tory states（中枢性興奮状態），central
 

inhibitory states（中枢性抑制状態）とい
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う名前で呼んでいたんですよ。それをエッ

クルスが，EPSP，IPSPに還元してし

まった。そして神経細胞のつながりが，

（＋）と（－）の２種類あり，それで神経

回路網ができているのだという話につな

がってきたわけです。

酒井 そもそも「シナプス」という名前を

付けたのはシェリントンですよね。その

シェリントンの流れで神経伝達を考えると

なれば，次はシナプスの解明しかない。そ

ういう流れに自然となっていったわけです

ね。

伊藤 そうですね。

酒井 しかも計測技術として，電気生理学

がちょうどよいタイミングで誕生してい

た。それならば，細胞内に電極を刺すしか

ないわけで，これも自然な流れですね。そ

して，運動ニューロンは大きいので，標本

としては有利だったということがあるで

しょう。そういう意味では，細胞内記録を

してからIPSPを見つけるまで，あまり時

間は経っていないんですね。

伊藤 ほとんど同時だね。

酒井 先ほどのお話では，どこに電極を刺

したらIPSPが見つかるというのがわかっ

ていたということですね。

伊藤 そうですね。だから，抑制を起こす

ところを刺激しながら電極を入れていっ

て，細胞内にポコッと入ったときにIPSP

がわーっと現れたということなんです。

酒井 そうすると，すべて舞台装置が整っ

ていて，エックルス先生が最後の一押しを

したという形ですね。

伊藤 そうです。微小電極を運動ニューロ

ンに導入したということで，今まで外から

電場電位を記録してあれこれ想像していた

ことを，目の前に大きく見えるようにして

IPSPを発見したということが，大きな業

績ですね。

世界一の研究室

伊藤 その後，EPSPとIPSP研究の時代

がずいぶん長く続きましたね。僕が行って

いた頃が，その終わりなのかなぁ。僕は

1959～1962年までキャンベラのオースト

ラリア国立大学にいたんですけれども。

酒井 最初にエックルス先生とお会いに

なったのは，いつごろでしょうか。

伊藤 留学するまで会ったことはないんで

す。手紙のやりとりだけでした。ある日，

エックルスに「よかったら来ないか」とい

う手紙をもらって，それでノコノコ行っ

て，1959年から３年間いたわけ。僕が帰

国してから，エックルスは何度か来日して

います。

初めは日本麻酔科学会に呼ばれて，次は

1965年の国際生理学会（IUPS）にやって

来たんです。この学会には，ホジキン，

ハックスレー，カッツ，エックルスと皆

揃って日本に来た。すごい会ですよね。

酒井 それは，ノーベル賞受賞（1963年）

のすぐ後ですね。

伊藤 エックルスの研究室では，その頃ま

でEPSPやIPSPで食ってたようなもん

ですよね。弟子も大勢いて，研究費をたく

さんもらっていて，いまから考えたら世界

一の研究室ですね。電気生理用に重装備し

た実験室が３つあって，ローテーションで

使っていくわけです。ネコのケージが300

くらいあったかな。技師がいつも５～６人

いて実験器械を調整しているし，すごい研

究室でしたよ。僕は日本から行って，感激

した。本当の実験室って，こういうものか

と思った。

朝になると，ちゃんと麻酔されたネコが

配られてくるしね（笑）。日本へ帰ってき

たら，ネコは，たも網を持って追いかけて

自分で捕まえないといけない（笑）。

それから，当時はフィルムで写真をジャ

ンジャン撮った。映画のフィルムみたいの

で何巻も撮るの。それも，翌朝にはちゃん

と現像されて机の上に置いてあるんです。

「すぐ解析にかかれっ」という感じです。

そのへんの組織立ては，やっぱりすごい

なぁと思いましたね。

酒井 エックルス先生ご自身が，そういう

ことが大事だと思っていたことの反映です

か。

伊藤 そうでしょうね。それと，オースト

学であった。ケンブリッジ在
籍中に旧友バーンズの勧めも
あり，科学研究に転向する。
ホジキンと合流後，イカの神
経から電気記録を採ることに
成功する。終戦後ホジキンと
再合流した。

カッツ
1911年にドイツ・ライプチ
ヒで生まれる。ライプチヒ大
学で医学を学ぶ。1934年に
医師免許を取得後，ユニバー
シティカレッジオブロンドン
に留学する。そこでヒル教授
により学位を授与される。そ
の後1939年からシドニー病
院でエックルスと共同研究を
行う。1941年にオーストラ
リアに帰化し，戦時中の主な
任務はレーダー操作だった。
終戦後はロンドンのヒル研究
所に戻り，1952年教授とな
る。
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クフラー
1913年にハンガリー・タッ
プ村で大地主の息子として生
まれる。５歳で母を亡くし，
その後は家庭教師に育てられ
るが，実家の大農園を走り
回ったり，馬に乗るのが楽し
みで経済的には裕福に育つ。
1932年の学生時代に父親を
亡くす。生活は途端に貧しく
なり，オーストラリアに移住
する。オーストラリアのテニ
スコートでエックルスと運命
的な出会いをし，そこから実
験科学者としての輝かしい人
生が始まる。
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注作成

菊池雷太（汐田総合病院
神経内科）

ラリアは戦勝国だったから，すごく景気が

よかったんですよね。そのお金で新しい大

学を気張ってつくった。オーストラリア国

立大学はいわゆる大学院大学なんですよ。

学部学生がいなくて，大学院生しかいな

い。贅沢な大学で，宿舎もホテル並みだと

いうので，新聞で叩かれるぐらいだった

（笑）。

エックルスから聞いた「伝説」

酒井 シドニー病院時代に遡りますが，

エックルス先生の研究室には，カッツやク

フラー（Stephen William Kuffler；1913-

1980）がいましたよね。

伊藤 そうそう。カッツは奨学金を得て，

エックルスのいるシドニーにやってきた。

それから，クフラーはハンガリー出身で

すよね。彼はナチスの手を逃れて，親戚を

頼ってオーストラリアへ渡ってきた。ある

日，エックルスがテニスをしていると，道

端でしょんぼりと柵にもたれている若者が

いたそうな。それで，「おまえは何をして

いるんだ？」と聞いたら，ハンガリーから

来て，やることがないと言うので，「それ

なら俺のところへ来い」と言って，実験を

手伝わせたら，ものすごく手先が器用だっ

た。エックルスが神経を切り出してくれと

頼むと，見事に切り出してくれる。神経を

間違って半分にちょん切っちゃったのを，

またくっつけたという伝説があるんだって

（笑）。

酒井 本当に伝説みたいな話ですね。

伊藤 オタゴ大学時代は，マッキンタイア

（Archie McIntyre；1913-2002）が主任教

授で，エックルスはあまり優遇されていな

かったんです。装置もあまり持っていない

ので，よくマッキンタイアのところへ行っ

て服の下に隠して持ち出してきたって

（笑）。だから，何か神代の話みたいで面白

いんだ。

酒井 エックルス先生はよくシェリントン

の話をした，と伊藤先生の『ニューロンの

生理学』 の中にも書かれていたんですが，

例えばどういうお話をされたんでしょう

か。

伊藤 シェリントンは，オックスフォード

の自宅へよく学生を招いていた……という

か，午後のお茶の時間に自分の家を開放し

ていて，学生たちは，押しかけてはお茶を

飲んでいたそうです。そういう昔式のうら

やましいようなコミュニケーションのやり

方をとっていたらしい。エックルスもその

感じを引き継いでいますね。

エックルスから聞いた話にはいろいろ伝

説的なものもあってね。シェリントンは，

周りから「脊髄なんかやって，脳のことが

わかるか」って悪口を言われていたらしい。

それに対してシェリントンは，「末梢から

だんだん統合して脳まで上がるんだ」と答

えていたわけだ。エックルスが晩年のシェ

リントンをお見舞いに行ったら，シェリン

トンがそのことを言いだして，「やっぱり

心の問題には到達できない……」と言った

とか（笑）。「脊髄のことを研究しているの

は，これを積み上げていって脳までいっ

て，最後は心に達するためだ，とそう言っ

て自分を鼓舞してきたんだけど，どうもそ

れは難しいぞ」と死ぬ前に言っていたそう

です。

エックルスはシェリントンのそういう考

え方をとても意識していて，だから，

「（シェリントンが実現できなかったこと

を）自分はどうしてもやるんだ」，「俺の

80年は，そのためのものだ」とか，もの

すごいことを言っていました。

でもエックルスが到達した最後は……。

あとで話しますけど，今の神経科学ではと

ても受け入れられるものではなかった。

（次号へつづく)
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